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【目　 的 】 ヒ ト歯 肉 線 維 芽 細 胞 のlipid　A誘 導IL-6

お よ びIL-8産 生 に お け る ア ム ホ テ リ シ ンB

(AmB)の 効 果 を検 討 した 。

【方 　 法 】 ヒ ト歯 肉 線 維 芽 細 胞 を合 成lipid　 A(100

ng/ml)とAmB(0.4,1,2.5μg/ml)添 加 ま た は 非

添 加 の10%FBS含 有 α－MEMで24時 間 培 養 後,

上 清 を 回 収,IL-6お よ びIL-8産 生 をELIsA法 で

検 討 した 。 抑 制 実 験 で は,合 成lipid　 A(100　 ng/

ml)とAmB(2.5μg/ml)添 加 前 にcaspase-8ま た は

caspase-1抑 制 剤(10μMま た は25μM)を 含 む 培

地 で ヒ ト歯 肉 線 維 芽 細 胞 を1時 間 前 培 養 し た。 生

細 胞 数 はMTS法 で 検 討 し た。　Caspase-8の 活 性

化 は フ ロ ー サ イ トメ トリー ま た は比 色 法 で 調 べ た 。

NF一 κBp50の 活 性 化 はELISA法 で検 討 した。

【結 果 と考 察 】AmB単 独 で は,ヒ ト歯 肉 線 維 芽 細

胞 に よ るIL-6とIL-8産 生 お よびNF－ κB活 性 化 は

み られ な か っ た。 しか しな が ら,AmBに よ っ て

ヒ ト歯 肉 線 維 芽 細 胞 のlipid　A誘 導IL-6とIL-8産

生 お よ びNF－ κB活 性 化 は 相 乗 的 に 増 加 した 。 メ

チ ル-β-シ ク ロ デ キ ス トリ ン 含 有 培 地 で の 前 培

養 に よ っ て,AmBに よ るlipid　A誘 導IL-6お よ び

IL-8産 生 増 加 が 抑 制 され た の で 先 述 の 相 乗 効 果

に は 細 胞 膜 コ レ ス テ ロ ール の 関 与 が 考 え られ る。

ま た,AmBはcaspase-8の 活 性 化 を惹 起 した 。 一

方,caspase-8抑 制 剤 はAmBに よ る ヒ ト歯 肉 線 維

芽 細 胞 のlipid　A誘 導IL-6産 生 増 加 を 部 分 的 に 抑

制 し た が,IL-8産 生 増 加 は 抑 制 され な か っ た。

こ の 結 果 は,AmBに よ る ヒ ト歯 肉 線 維 芽 細 胞 の

lipid　A誘 導IL-6産 生 増 加 に お け るcaspase-8活 性

化 の 関与 を示 唆 す る。


